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-
と
ん
と
ん
、
と
ん
と
ん
・:
。
機
織
り
の
音
が
周
閉

め
古
い
家
並
み
を
と
て
も
マ
ソ
チ
し
て
い
ま
す
。
太

郎
山
の
す
ぐ
ふ
も
と
、
上
塩
尻
に
あ
る
小
岩
井
紬
工

討
。
そ
の
二
階
に
山
村
さ
ん
た
ち
の
作
業
場
が
あ
り

ま
す
。
「
ニ
反
が
け
の
無
地
で
四
十
分
ぐ
ら
い
。
柄
物

な
ら
半
日
は
か
か
る
か
し
ら
」

。
昔
な
が
ら
の
経
釘

紬のき量経

伝統を守る ⑥

一
本

一
本
確
実
に

・
山
村
き
よ
子
さ
ん

(
五
十
歳

・
上
塩
尻
)

ぞ
い
は
い

L
a

を
使
い、

手
で
艶
経
し
、
い
ろ
い
ろ
な
縞
柄
を
白
布

に
作
り
出
し
て
い
き
ま
す
。
整
経
と
は
、
文
字
ど
お

り
縦
糸
を
整
え
て
い
く
作
業
で
、
機
織
り
の
前
段
階

と
も
い
え
る
大
切
な
工
程
。

機
経
と
も
言
う
そ
う
で

す
。
機
織
り
で
は
、
こ
の
縦
糸
に
横
糸
を
た
た
き
込

ん
で
い
き
ま
す
。
「
柄
物
は
糸
の
鶴
穎
が
増
え
、

複

雑
に
な
る
の
で
、
中
指
の
使
い
方
が
ポ
イ
ン
ト
。
一

つ
間
違
う
と
た
い
へ
ん
。
絶
対
気
が
抜
け
な
い
わ
ね

ェ
1
」
と
戯
し
い
一
面
も
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

fi@4100 〒386よ田市大手 1-11-16 上田市秘書課(毎月 1B・16日)編集・発行

イごみ入問題講演会

: /タ月25日(火)午後1時30分 ; 

b上回創造館文化ホール

1>講師は松田美夜子さん

2・3市政トピックス
地震総合郎足訓練など

6・710月1日は全国一斉に国勢調査
国勢調査指導員の名簿
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防災訓練に1.100人が参加
「防災の臼 J の9月1白、神川地区を重点とした総

合防災訓練が上堀河川敷グラウンドを中心に実施され

ました。上堀、下堀自治会、消防団、アマチュア無線

クラブの皆さんなど約1，100人が参加。今回は、河川で

の人命救助や無線を使った情報の収集、処鹿、 伝達が

重点。小牧橋からの人命救助訓練や救命ポートを使っ

た水難救助訓練は本番きながら。地元の皆さんの積極

的な参加も目立ちました。

人命救助訓練。 高 ~13mの小牧橋から

ロープで引き揚げる

正確に、手早〈 一一消防団員による水防訓練

可'

~ 

「あわてず、落ち着いてお上堀、下堀自治会の皆さん

(2] d
u
 

a

，，
 

上
田
市
で
は
、
九
月
一
日
現
在
で
九
十
歳
以

9

し
し
の
お
年
寄
リ
が
二
百
八
十
六
人

(男
性
八
ト

之

一
人
、
女
性
二
百
五
人
)
も
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま

均

す

故

山
齢
は
、
宮
原
志
げ
の
さ
ん
の
百
六
歳

去

で
、
県
下
一
位
。
高
一
僻
者
上
位
四
人
に
、
昔
話

湘

や
印
象
に
残
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
語
っ
て
も

ら
い
ま
し
た
。

宮原志げのさん

(106歳・柳沢〉

八
十
七
ま
で
蚕
を
銅
っ
て
た
し
、
国
は
九
十

六
ま
で
出
て
た
.
七
十
代
の
こ
ろ
、
友
だ
ち
と

よ
く
伊
勢
神
宮
や
四
国
の
金
刀
比
羅
宮
な
ど
へ

旅
行
し
た
の
が
懐
し
い
。
そ
の
友
だ
ち
も
亡
く

な
り
、
張
り
合
い
が
わ
る
い
。
今
は
、
テ
レ
ビ

の
相
撲
を
見
る
の
が
楽
し
み
。
好
物
は
漬
物
と

k
e
 

こ
う
じ
漬
け
の
塩
辛
。
(
民
女
の
崇
さ
ん
談
)

成田栄さん

の01歳・西脇〉

丈
夫
で
さ
え
い
れ
ば
ね
、
体
弱
く
ち
ゃ
い
け

な
い
。
昭
和
の
初
め
ご
ろ
、
こ
こ
(
西
脇
)
に

競
馬
場
が
あ

っ
て
、
に
ぎ
や
か
だ

っ
た
。
染
色

講
習
所
{現
県
上
回
技
術
専
門
校
)の
棋
に
寄
宿



室
内
プ

l
ル

lz50 
の
模
型
が
完
成

市の動き

@ 
このほど、上塩尻中之島地籍に建設される室内プー

/レ(仮称)rヘルスピーチ上回」を中心としたふれあい

フィ ットネスパークの250分のlの模型が完成。市役所

正面玄関入口に展示されていますのでご覧ください。

この施設は市制70周年記念事業として建設するもので、

年間を通して海の気分が満喫できます。四季を通じて、

子どもから婦人、お年寄りまでl幅広〈利用でき、健康

づくりにはうってつけの施設です。今秋着工し、 3年

度末には完成の予定です。

第
十
二
回
健
康
づ
く
り
市
民
の
つ
ど
い
が
八
月

二
十
六
日
、
市
民
会
館
で
約
千
五
百
人
が
参
加
し

て
聞
か
れ
ま
し
た
。
今
回
の
テ
ー
マ
は
「
い
つ
も

笑
顔
で
明
る
い
家
庭
」
。
五
年
間
無
診

療
で
、
国
保
税
を
完
納
し
た
三
十
六
の

健
康
世
帯
を
永
野
市
長
が
表
彰
。
ま
た
、

鈴
木
克
子
さ
ん
(
四
十
七
歳

・
中
野
)

が

「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
の
思
い
出
」
、
柄

沢
常
子
さ
ん

(六
十
五
歳

・
大
臼
木
)

が
「
い
い
汗
か
い
て
心
と
体
の
健
康
を
」

と
題
し
て
、
自
ら
の
貴
重
な
体
験
を
発

表
、
盛
ん
な
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
続
い
て
、
保
健
補
導
員
の
指
導
に

よ
る
手
ぬ
ぐ
い
体
操

(
1写
真
)
が
参

加
者
全
員
で
行
わ
れ
、
会
場
は
和
や
か

な
ム
ー
ド
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

こ
の
あ

と
、
背
空
一
夜
さ
ん
に
よ
る
講
演
も
行

わ
れ
ま
し
た
。

楽
し
く
や
ろ
う

「
健
康
づ
く
り
」

1日 創造館で花のフェスティパル(-20日)

1日 上田地域就職方・イ ダンス(商工会議所、

61社が参加)

4日 上回七夕まつ り (梅野町、 -6日)

4日 消防音楽隊演奏会 (梅野町ポケ ットパ

ーク )

5日 県消防ポンプ操法大会で第一分間がポ

ンフ。車の部です憂勝 (松本市)

5日 上回 ・小県このすばらしいふるさとめ

ぐり(青木村大法寺や東部町梅野宿など)

6日 市民と市長の日

6日 矢出沢川、蛭沢川でコイを放流(流域

15自治会で約300匹)

9日 北陸新幹線陳情 (東京)

10日 上聞の花火大会 (千曲川)

14日 第3回平和のための信州戦争展 (創造

館、 -17日)

22日 計量器の定期検査始まる(-9月11日)

23日 北陸新幹線陳情 (東京)

25日 学童水泳記録会 (市営プール、自然違

動公園プール)

26日 第12回健康づくり市民のつどい (市民

会館、約1，500人が参加)

27日 姉妹都市教育交流卒業 (鎌倉市より教

員来問、奇学校へ。-31日)

法まもる心が築くよい社会

でD10月1日-7日
r法の日J週間

舎
が
あ
っ
て
、
そ
こ
の
窓
か
ら
見
て
た
。
昔
の

こ
と
は
ど
う
や
ら
覚
え
て
い
る
。ん

D

U

さ

観

的
治

幻

加

瀬

水

ω
清

父
が
塩
尻
村
の
村
長
し
て
る
こ
ろ
(
明
治
三

十
年
代
)
、
と
き
ど
き
千
曲
川
の
は
ん
ら
ん
が
あ

っ
た
。
堤
防
の
工
事
が
た
い
へ
ん
だ
っ
た
の
で
、

県
庁
へ
始
終
陳
情
に
行
っ
て
た
。
県
庁
で
は
父

が
「
堤
防
じ
じ
い
」
と
言
わ
れ
て
た
の
を
覚
え

て
い
る
。

L げちか

大内繁近さん

(98議・長島〉

上
田
町
が
市
に
な
っ
た
と
き
(
大
正
八
年
)

以
前
か
ら
住
ん
で
い

る
。
原
町
に
お
宮
が
あ
っ

唱
し
ゐ

て、

町
役
場
は
そ
の
社
を
利
用
し
て
使
っ
て
た
。

役
場
の
後
ろ
に
大
き
な
ケ
ヤ
キ
が
あ
っ
た
の
を

覚
え
て
い
る
。
も
う
、
す
っ
か
り
取
り
は
ら
わ

れ
て
し
ま
っ
た
が
・:
。

広報うえだ'2.9. 16 

市民と市長の日
10月8日(月)

午前9時~正午

市長室

(市役所3階)

【31



考委長錫ょ.

-照会先教育委員会内大

会事務局(内線19t 1) 
10F.J 10附午前鈎30分スタート

(雨天決行)

企コース案内図

ぼ~弓咋

。日 程 10月10l:!(付 スタートは秋干11. 1二堀線 l1二回 3キロコースカf昨年と変更。

受付…午前7時30分-8時30分 峨凶階下)、ゴールは市背陀上競 い参加中し込みは 9H26 U(村ま

開会式… 8時4571 技場 ててすか、ぶしくは広;報 9月l

スタート… 9時30分 @その他 1日号をこ弘〈だき L‘。 I
@受付場所 市営陸上競~~場 !> 20キロコー ス 10キロコース ト当 日は保健読をお忘れなく 。i

[4) 16 

野の

9. 

分:

2
 

Z
 

芭

蕉

野

分

し

て

た

ら

い

に

雨

を

聞

く

技

夜
か
な
こ
れ
は
雨
漏
り
が
し
て
、
た
ら
い

禦

に
州
を
受
け
る
光
討
を
う
た

っ
た
芭
蕉
の
わ
り
で

a

す
。
し
か
し
、
い
ま
で
は
こ
う
し
た
様
子
は
ほ

と
ん
ど
み
ら
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。

野
分
は
、
秋
か
ら
初
冬
に
か
け
て
吹
く
台
風

の
こ
と
で
す
台
風
の
あ
と
の
荒
涼
と
し
た
風

景
の
意
味
に
、
使
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
よ
う
で

す
。
「
野
分
だ
っ
」
と
い
う

3
楽
も
あ
り
ま
す

そ
れ
に
し
て
ら
、
「
野
分
」
を
ど
う
抗
む
か
で

す
が
、
の
わ
き
、
の
わ
け
、
ど
ち
ら
も
辞
書
に

峨

っ
て
い
ま
す
。

N
H
K
制
の
「
新
府
宇
用
語

併
比
ハ」
に
は
、

「
の
わ
き
」
と
あ

っ
て、

「
野
分
け

と
も
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。
語
源
に
つ
い
て
は
、

野
の
革
を
分
け
て
吹
く
風
と
い
う
の
が

一
般
的

で
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
野
分
は
、
現
在
は
日
常
の

言
葉
と
し
て
使
わ
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、

俳
句
の
手
話
な
ど
と
し
て
残
っ
て
い
ま
す
。
む

っ
と
も
、
台
風
と
い
う
言
葉
は
、
第
四
代
中
央

気
象
台
長
め
岡
田
武
松
氏
が
、
英
語
の
タ
イ
フ

|
ン
の
択
と
し
て
使
い
だ
し
た
言
葉
で
、
百
年

も
た

つ
て
い
な
い
新
し
い

d
議
で
す
。
そ
れ
以

前
は
、

暴
風
と
か
野
分
と
い
っ
て
い
た
よ
う
で

す
。と

こ
ろ
で
、
台
風
は
風
水
害
を
も
た
ら
し
ま

す
が
、
こ
の
ほ
か
災
害
に
は
地
震
、
が
け
崩
れ
、



ごみ問題など

全力で対応
市
長
提
案
説
明

ー

主

な
施
策
・

事
業
か
ら
l

9月定例市議会が 9月4日から始まりまし

た。会期は、 9月19日までの16日間です。今

回は、平成 2年度一般会計補正予算など16議

案が提案、審議されています。市長提案説明

のなかから、主な施策、事業の要旨を紹介し

ます。

-
交
通
規
制
の
お
願
い

-
高
速
交
通
網
の
整
備

マ
上
信
越
自
動
車
道

設
計
協
議
に
向
け
て
、

地
元
か
ら
提
出
の
あ
っ
た
四
二
二
項
目
に
の
ぼ

る
要
望
事
項
を
と
り
ま
と
め
、
七
月
十
一
日
に

回
答
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
全
線
が
設
計
協

議
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

一
方
、

道
路
公
団
で
は
、
神
川・
黄
金
沢
川
で
ボ
ー
リ

ン

グ
に
よ
る
第
二
次
土
質
調
査
を
行
っ
て
お
り
、

八
月
下
旬
か
ら
は
沿
線
三
地
域
で
、
第
三
次
土

質
調
査
に
取
り
か
か
っ
て
い
ま
す
。

マ
北
陸
新
幹
線

高
崎
・
軽
井
沢
聞
の
建
設
に

つ
い
て
は
、
本
抗
掘
削
に
必
要
な
作
業
か
ら
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
軽
井
沢
・
長
野
聞
の
建
設

促
進
に
つ
い
て
は
、
整
備
計
画
ど
お
り
の
標
準

軌
新
線
に
よ
る
建
設
結
論
を
早
急
に
得
て
、
平

成
三
年
度
か
ら
本
格
着
工
に
取
り
か
か
れ
る
よ

う
、
強
力
に
働
き
か
け
を
行

っ
て
い
き
ま
す
。

マ
上
田
・
篠
ノ
井
バ
イ
パ
ス
六
月
に
、
国
道

十
八
号
上
回
・
篠
ノ
井
バ
イ
パ
ス
環
境
影
響
評

価
専
門
委
員
会
を
設
置
し
、
調
査
検
討
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

こ
の
あ
と
地
元
説
明
を
行
い
、

十
一
月
開
催
予
定
の
都
市
計
画
地
方
審
議
会
に

諮
っ
て
都
市
計
画
決
定
と
な
る
予
定
で
す
。

-
ご
み
問
題
・
再
資
源
化

抜
本
的
な
対
応
策
を
見
い

出
し
て
い
く
た
め
、

七
月
、
市
役
所
庁
内
に
「
ご
み
減
量
・
再
資
源

化
研
究
委
員
会
」
を
発
足
。
八
月
か
ら
可
能
な

範
囲
で
古
紙
再
生
紙
へ
の
切
り
替
え
利
用
を
実

施
し
ま
し
た
。
ま
た
「
市
民
ゴ
ミ
モ
ニ
タ
ー
」

を
新
た
に
設
置
し
、
こ
の
課
題
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

-

医

療

問

題

国
立
東
信
病
院
の
統
廃
合
計
画
へ
の
対
応
を

図
り
な
が
ら
、
市
民

ニ
ー
ズ
に
応
じ
ら
れ
る
総

合
病
院
の
実
現
な
ど
に
向
け
て
、
七
月
に
職
員

に
よ
る
医
療
問
題
対
策
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ

l
ム

及
び
医
療
問
題
対
策
ワ
ー
キ

ン
グ
グ
ル

ー
プ
を

まのが「グまが各災九日た津
し市行型ラた 行 地 の月 ご 災波
た 民 わ 辰 ウ 上 わ で 日 一 ろ害な
。がれ防ン堀れ防」。日か をど

、火ド河ま災市はら防に

茄多望 Zj|lk訓 で「のぎ よ
し く」 、敷己主東も防備 、る

一一一貯帆~，~ え被も
'~と:与ャムキミふいてe 絡 が害の

大をが
切減あ
でやらり
すすま
。たす
め。

はつ
、し

設
置
し
ま
し
た
。

田
川
西
小
学
校
建
設

工
事
は
順
調
に
進
行
。
校
舎
建
設
に
あ
わ
せ

て
配
置
し
た

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
教
室
に
は
、
教
育

用

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
二
十
二
台
を
導
入
す
る
予
定

で
す
。-

上
田
城
跡
の
整
備

や
ぐ
ら

今
回、

櫓
門
を
史
実
に
基
い
て
復
元
す
る
た

め
、
本
丸
東
虎
口
の
発
掘
調
査
を
行
い
ま
す
。

市
で
は
上
田
城
を
歴
史
に
残
る
実
戦
の
城
と
し

m

て
、
ま
た
観
光
の
拠
点
と
し
て
整
備
を
進
め
て

9

い
き
ま
す
。

zz
 

-え-つ
担
概広

今回、発掘調査が行われる

本丸東虎口
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国勢調査です
※問い合わせは

国勢調査実施本部へ
(市役所南庁舎 4階統計係〉

合⑫4100 内線1226みんなが参加

③
調
査
区
に
よ
っ
て
自
治
会
が
ま
た

が
っ
て
い
る
地
区
も
あ
り
ま
す
の
で
、

自
治
会
以
外
の
調
査
員
が
担
当
す
る

地
区
が
一
部
あ
り
ま
す
。

-
東
部
地
区

マ
踏
入
大
西
文
恵
、
木
次
松
子
、

丹
波
昭
之
、
田
口
大
六
、
等
々
力
良

三
、
真
島
平
一
、
細
谷
忠
一
、
山
辺

清

一

マ

泉

町

斉

藤

貢

、

満

木

茂

マ

上

常

田

高
橋
常
子
、
三
島
清

志
、
長
崎
秀
昭
、
山
田
義
勝
、
吉
池

平
三
、
山
木
保
造
、
熊
木
貞
雄
マ

中
常
国

大
久
保
八
重
子
、
中
山
キ

ヨ
子
、
平
林
鉄
夫
マ
下
常
国
半

田
信
夫
、
中
沢
恒
夫
マ
北
常
国

青
柳
幸
八
、
増
田
伊
都
子
、
宮
坂
博

マ
材
木
町

春
原
秀
一
、
関
谷
孝
、

南
波
正
雄
、
伊
藤
信
一
、
田
口
一
郎
、

高
野
利
隆
、
西
沢
清
、
吉
田
則
久
マ

常
入

清
水
義
博
、
渋
沢
美
智
子

-
南
部
地
区

マ
南
天
神
町

寺
沢
泰
一
郎
、
柳

沢
光
子
、
渡
辺
勇
、
田
中
勇
次
、
若

林

精

二

、

田

村

博

一

マ

泉

平

伊

比
文
作
、
高
橋
正
太
マ
北
天
神
町

柳
沢
三
郎
、
藤
城
信
一
、
猪
飼
基
、

窪
田
昭
三

マ
松
尾
町
春
原
松
嗣
、

平
林
敏
夫
マ
鷹
匠
町
白
井
季
次
、

小

嶋

譲

、

中

島

広

吉

マ

本

町

水

野

保

、

中

沢

寛

マ

末

広

町

林

久

男

、

石

井

昭

一

郎

マ

大

手

町

成

沢
一
男
、
松
橋
正
美

マ
上
田
公
園

(
二
の
丸
)
笠
原
茂
正

-
中
央
地
区

マ

横

町

山

上

祐

之

助

マ

海

野

町
関
口
和
夫
マ
原
町
高
遠
弘
、

荒
井
英
房
、
加
藤
荘
次
郎
マ
袋
町

金

井

武

裕

マ

馬

場

町

若

林

典

孝

マ

田

町

井

部

定

雄

マ

丸

堀

国
友
直
樹
、
宮
原
長
一
郎
マ
木

町
鈴
木
清
人
、
三
井
仁
、
上
原
秀

紀

マ

北

大

手

宮

原

則

雄

、

上

嶋

忠
、
穂
谷
潔

・
北
部
地
区

マ
上
川
原
柳
町

斉
藤
悦
男
、
中

村
錦
四
郎
、
武
舎
直
義
、
春
原
毅
、

三
井
昇
、
滝
沢

一
郎
、
尾
沢
歳
雄
、

新
田
清
治
、
柄
沢
正
一
、
丸
尾
昇
、

松
野
節
夫
、
金
田
喜
一
マ
下
川
原

柳
町
丸
山
れ
い

子

マ
愛
宕
町

堀
内
繁
一
郎
、
佐
川
峰
夫
、
中
村
彰

俊

マ

上

鍛

冶

町

赤

岡

日

吉

マ

鍛

冶

町

阿

部

久
夫
、
石
井
邦
男
、

田
口
修
司
マ
上
房
山
中
野
貴
夫
、

伊

藤

豪

マ

下

房

山

浅

川

徹

、

城

田
忠
房
マ
柳
町
山
崎
賢
二
郎
、

土
屋
政
男
マ
新
田
島
田
喜
美
、

土
屋
陽
一
郎
、
砥
石
修
一
、
横
山
満

郎
、
高
遠
修
、
山
崎
正
博
、
近
藤
欣

次
、
甲
田
次
郎
、
西
条
喜
代
次
、
関

照
司
、
阿
部
鷹
雄
、
堀
田
正
五
、
藤

森
聖
二
、
堤
幸
治
、
森
澄
隆
夫
、

山

崎
彰
男
、
芦
田
勇
夫
、
新
津
幸
男
、

友
部
寿
夫
、
西
昌
之
、
寺
沢
康
夫
、

村
山
武
人
、
堀
内
幹
夫
マ
上
紺
屋

町

金
井
今
朝
司
、
滝
沢
藤
一

-
西
部
地
区

マ
下
紺
屋
町

宮
原
貞
敏
、
丸
尾

照
子
、
林
直
子
、

山
辺
綾
子
、
石
川

淑

子

、

滝

沢

純

子

マ

鎌

原

佐

野

正

樹

、

黒

沢

清

人

マ

西

脇

青

木

明

人

、

西

沢

定

雄

マ

新

町

青

島

か

つ

よ

、

馬

場

功

マ

諏

訪

部

田

中
正
美
、
森
山
虎
雄
、
竹
内
計
治
、
浅

野

建

三

マ

生

塚

柳

沢

和

男

、

矢

島
利
男
、
大
久
保
素
明
、
滝
沢
厚
夫

マ
常
磐
町
鳴
沢
武
雄
、
小
林
栄
、

内
回
収
吉
、
増
田
宗
光
マ
緑
が
丘

北
村
七
郎
、
北
村
郁
夫

マ
新
屋

石
田
洋
介
、
北
田
正
夫
、
宮
尾
千

鶴
、
小
島
幸
夫
、
高
橋
一

巳
、
関
谷

甲
子
雄
、

北
村
章
三

マ
緑
が
丘
北

北
原
宗
子
、
関
川
百
合
子
、
西
村

元
一
、
藤
作
敏
雄
、
堀
場
勝
哉
、
四
方

正
子
マ
緑
が
丘
西
小
林
貞
巳
、

成
沢
美
歳
、
高
橋
守
、
飯
田
喜
久
司
、

吉
池
蝶
子
、
砥
石
田
舛
三
、
川
合
万
之

助
マ
城
北
関
一
雄
、
三
井
幸
尾
、

宮
川
澄
、
成
田
剛
、
岡
田
儀

一
、
佐

藤
毅
、
篠
根
秀
三

・
城
下
地
区

マ

小

牧

西

入

澄
人
、
堀
内
俊
幸
、

堀
内
秀
之
マ
諏
訪
形
中
村
光
広
、

成
田
則
之
、
清
水
久
夫
、
窪
田
作
水
、

武
田
甲
子
男
、
依
田
隆
之
、
村
松
良

造
、
柳
沢
英
男
、
北
沢
健
治
、
増
沢

滋
、
藤
升
昇
、
小
出
公
尊
、

山
越
勲
、

マ

須

川

手

塚

次

郎

マ

中

村

柳
沢
幸
男
、
小
林
雄
三
郎
、
藤
井
久

和
、
松
尾
定
保
、
西
沢
例
、
飯
島
友

幸

、

塚

田

幸

雄

マ

朝

日

ケ

丘

井

出
幸
夫
、

山
岡
藤
雄
、
伊
藤
定
徳、
矢

島
敏
彦

マ
三
好
町

片
岡
幸
夫
、

古
平
善
男
、
武
田
政
三
マ
御
所

田
中
利
和
、
堀
内
良
明
、
田
玉
正
継
、

堀
江
史
郎
、
桜
井
公
、
田
玉
隆
康
、

児
玉
忠
治
、
佐
藤
敬
祐
、
鳥
居
敬
一
、

小
出
喜
夫
、
宮
島
功
吉
、
宮
川
源
五
、

久
保
田
智
夫
マ
中
之
条
北
沢
叡
、

田
中
誠
一
、
中
川
明
、
山
岸
弘
修
、

田
中
敏
夫
、
山
岸
征
夫
、
北
沢
利
文
、
河

丸
山
正
幸
、
長
岡
常
茂
、
滝
沢
照
政
む

マ
千
曲
町

猪
又
甚
平
、
片
山
勝

6

彦、

池
田
拡
一
、
西
沢
晴
美
、
井
沢

1

良
司
、
村
田
勝
昭
、
高
木
一
也
、
横

9

関
敏
雄
、
柳
沢
明
男
、
貫
井
義
和
、

2

畑
田
和
政
、
近
藤
厚
、
大
井
み
よ
い
殺

・

塩

尻

地

区

一

つ

マ
秋
和
中
曽
根
功
一
、
小
林
功
尉

正
、
池
田
順
平
、
田
村
賢
爾
、
佐
藤

俊
夫
、
金
井
忠
男
、
{
呂
下
宏
明
、
小

林
善
一
、
花
村
繁
治
、
工
藤
正
明
、

柳

沢

善

一

郎

マ

上

塩

尻

飯

嶋

勝

比
古
、
山
崎
道
雄
、
深
宮
修
、
沓
掛

陽

一
、
山
崎
康
彦
、
坂
田
昭
雄
、
本

間
久
夫
、
春
原
新
平
マ
下
塩
尻

沓
掛
典
儀
、
母
袋
正
射
、
足
立
厚
男
、

母
袋
幸
一
、
関
口
尊
男
、
中
村
昭

・
川
辺
・
泉
田
地
区

マ
上
田
原
山
浦
明
夫
、
小
沢
文

喜、

中
村
今
朝
秋
、
北
村
哲
夫
、
小

沢
昭
治
、
マ
川
辺
町
西
沢
久
雄
、

宮
崎
茂
明
、
藤
沢
純
一
、
杉
浦
重
剛
、

小
合
沢
周
、
正
村
信
雄
、
森
川
淳
子
、

服
藤
弘
、
中
村
友
昭
、
三
宅
彰
、
中

原
聡
子
、
倉
沢
正
、
足
立
香
代
子
、

神
津
広
子
、
植
松
美
佳
子
、
橋
詰
邦

昭
、
鈴
木
治
子
、
岩
井
光
子
、
清
水

美
保
子
、
松
山
恵
美
子
、
堀
内
志
津

子
、
大
沢
き
よ
み
、
倉
沢
歌
代
、
高

見
沢
智
子
マ
倉
升
倉
升
利
彦
、

六
川
清
美
、
南
波
志
郎
、
原
敦
胤
、

村
山
宏
和
、
山
崎
昭
治
郎
、
高
橋
清

一
、
山
崎
和
雄
、
横
沢
善
四
郎
、
城



聞
広
臣

マ
神
畑

中
川
孝
、
手
塚

二
郎
、
坂
口
広
雄
、
唐
沢
善
四
郎
、

唐
沢
照
子
、
山
崎
文
男
、
上
松
副
治
、

憾
口
朝
男
、
金
沢
達
朗
、
水
野
正
雄
、

山
田
徳
重
、
手
塚
一
彦
、
金
井
和
敏
、

増
子
雄
一

マ
下
之
条

中
山
賢
一
、

久
保
田
昌
道
、
岡
田
和
夫
、
高
嶋
品

利
、
池
田
保
降
、
桜
井
和
夫
、
中
村

秀
直

マ
築
地

清
水
興
、
宮
沢
花

一
、
倉
沢
常
重
、
保
坂
良
夫

マ
東

築
地
花
岡
恒
好
、
関
美
喜
夫
マ

半
過

石
井
邦
明
、
石
井
正
二
、
上

野
郁
雄

マ
福
田

村
阿
波
町
代
窓
、

笠
原
幸
夫
、
問
中
正
具
、
福
沢
昭
平
、

マ
吉
田

宮
崎
林
、
保
科
安
、
松

川
房
司
、
増
田
袈
裟
倍
、
金
一
井
健
二
、

高
紙
常
施
、
笹
平
三
郎

・
神
川
地
区

マ
大
屋

矢
島
昌
幸
、
・
中
沢
紀
雄
、

夫
島
良
事
、
黒
柳
文
雄
、
清
水
淳
夫
、

西
林
敏
行
、
大
藤
孝
行
、
高
島
利
男
、

三
井
修
、
武
井
悟
、
田
辺
監
重

マ

岩
下
井
ノ
口
市
立
川
、
土
肥
国
夫
、

石
橋
七
五
三
夫

マ
下
膏
木

押
鐙

宏
、
押
金
議
、
竹
内
孜
、
柳
沢
道
雄
、

マ
み
す
ず
台
南

渡
辺
政
好
、
依

田
倍
、
長
村
広
義
、
森
高
俊
成
マ

み
す
ず
台
北
小
林
美
範
、
古
田
口
先
、

問
中
節
子
、
北
川
美
彦
、
柳
橋
保
、

小
林
瑞
枝
、
堀
内
洋
三

マ
上
青
木

関
達
雄
、
尾
崎
和
彦
、
桜
井
壮
介

マ
梅
が
丘

杉
本
富
士
夫
、
級
審

雄
、
下
林
定
子
、
橋
本
真
由
美

マ

久
保
林
西
沢
一

一千
、
矢
島
普
次
郎
、

矢
島
万
平
、
桜
井
英
信

マ
黒
坪

中
村
明
久
、
中
村
宗
作
マ
上
沢

竹
内
良
一
、
中
村
宗
官
、
嶋
崎
昭
、

竹
内
孝
一

マ
圏
分
佐
藤
靖
雄
、

堀
和
好
、
山
越
好
彦
、
牧
野
勝
券
、

金
井
忠
一
、
古
俣
光
彦

マ
下
堀

山
浦
英
興
、
丹
羽
吉
久
、
山
辺
保
男
、

山
浦
紙
郭
、
池
田
嘉
邦
マ
上
堀

山
辺
金
平
、
池
図
新
助
、
松
下
美
喜

男・
神
科
地
区

マ
畑
山

清
水
和
夫

マ
伊
勢
山

小
林
逸
元
、
竹
内
道
直
、
塚
原
芳
郎
、

赤
岡
昭
男
、
中
村
嘉
仲
、
柳
沢
円
真
、

小
菅
康
峰
、
佐
藤
和
友
、
斉
藤
一
時
男

マ
富
士
見
台
小
林
早
苗
、
柄
沢

千
恵
子
、
小
林
七
郎
、
尾
崎
道
子
、

荒
井
秋
脊

マ
神
科
新
屋

佐
々
木

雅
和
、
中
曽
根
太
一

、
池
田
勲

マ

野
竹
佐
藤
文
雄
、
田
口
忠
男
マ

西
野
竹
秋
山
袈
裟
男
、
坂
口
晴
美
、

熊
住
英
一
、
小
林
正
人
、
端
内
邦
夫

マ
笹
井
池
田
一
弘
、
井
出
和
卒
、

柳
沢
茂
夫
、
重
田
功

マ
川
原

高

野
義
雄
、

一戸
川
八
口
進
久

マ
岩

門

小

山
昭
一
、
我
山
義
広
、
香
山
他
、
下

大
洞
実
、
横
沢
博

マ
染
屋

畑
田

嘉
治
、
高
野
善
四
郎
、
香
山
展
重
、

師
岡
寿
雄
、
関
由
悟
、
片
山
力
、
中

島
孝
一
、
両
角
厚
雄
、
高
津
吉
郎
力
、

小
林
末
二
郎
、
川
上
哲
治
、
加
藤
太

一

マ
蛇
沢

小
寓
山
憲
子
、
小
林
用

三

マ
金
井

柳
沢
君
雄
、
柳
沢
ひ

き
子
、
柳
沢
ま
つ
子
、
片
山
利
郎
、
深

町
道
夫
、
室
山
林
-
、
斉
藤
友
子
、

柳
沢
栄
重

マ
山
口
山
崎
賞
山
、

山
崎
正
樹
、
金
井
と
し
子
、
平
林
利

夫
、
斉
篠
原
子

マ
大
久
保

富
沢

普
恵
、
柴
田
要

マ
長

島

田

口

治

雄
、
摺
回
伸
子
、
六
川
袈
裟
英
、
土

屋
ゆ
リ
江
、
川
上
馨
、
上
平
初
子
、

山
下
正
孝
、
川
上
輝
雄
、
小
出
典
男
、

金
井
弘
子
、
山
添
真
、
井
沢
屯
保
、

広
瀬
正
昭
、
細
谷
広
務
、
滝
沢
順
孝
、

柳
沢
真
理
、
堀
内
高
職
、
土
産
孝
雄

マ
金
剛
寺

長
沢
征
史
、倉
島
長
一

・
豊
殿
地
区

マ
森

久
保
回
収
一

マ
大
白
木

鈴
木
利
附

マ
長
入

中
村
俊
男

マ
宮
之
上

宮
之
上
純
一

マ
小

井

田

内

藤

政

則

マ

中

吉

田

清

水
久
雄
、
六
川
武

マ
町
吉
田

中

田
制
一

、
大
井
三
喜
維

マ
ひ
か
り

岸
田
菊
治
、
滝
沢
正
広
、
竹
重
岡

雄

マ
桜
台

南
波
降
、柄
沢
国
秀
、

金
井
光
子
、
新
都
勝
昭

マ
下
吉
田

堺
沢
仁

一

マ
林
之
郷

佐
野
宏
、

春
原
武
雄

マ
下
郷

戸
兵
和
人
、

神
林
詰
庸
マ
岩
清
水
今
井
良
典
、

金
沢
建
夫

マ
矢
沢

山
崎
清
俊
、

北
沢
良
徳
、
束
山
良
司

マ
赤
坂

中
村
喜
幸
、
石
原
究

マ
漆
戸

三

井
一
一
俊

-
富
士
山
地
区

マ
下
組

松
崎
秀
美
、
工
藤
れ
い

子
、
室
賀
良
子

マ

中

組

竹

花
正

行
、
峯
村
英
夫
、
町
田
秀
男
、
長
沢

始

マ
奈

良

尾

林

康

国

-
東
塩
田
地
区

マ
平
井
寺

石
ム
口
敏
夫

マ
鈴
子

滝
沢
利
在
、
小
林
守
雄

マ
石
神

芳
池
進
、
中
沢
清
美
、

小
沢
文
次

郎
、
横
関
龍
夫
、
金
井
辰
夫

マ
柳

沢

関
田
邦
次
、
坂
田
正
夫

マ
下

之
郷
斉
藤
正
男
、
中
山
一
生
、
小

山
栄
市
、
辰
野
富
夫
、
南
波
普
、
伊

藤
正
彦
、
南
波
健
一
、
堀
内
光
信
、

伊
藤
義
樹

マ
桜

松
山
京
子

-
中
塩
田
地
区

マ
下
本
郷

巾
回
五
夫
、
岩
下
猛
、

森
富
美
雄

マ
東
五
加

下

条

今

朝

雄
、
三
宅
瑞
夫

マ

五

加

小

林
光

男
、
神
津
義

一
、
永
井
孝
明
、
竹
内

寅
雄
、
佐
藤
俊
介
、
川
村
勝
、
長
谷

川
精
一
、
倒
沢
正
康
、
長
谷
川
俊
樹
、

神
津
裕
、
域
内
政
巳
、
東
川
征
子
、

甲
田
朝
輩
、
東
川
弘
、
高
田
次
雄
、

山

崎

透

マ

上
本
郷
古
平
康
雄
、
小

林
勇
、
池
田
正
逸

マ
中
野

中
村

徳
入
、
片
山
安
雄
、
鈴
木
正
昭
、
若

林
茂
幸
、
若
林
文
夫
、
斉
藤
久
美

マ
上
小
島

和
田
雅
義
、
和
田
健

マ
下
小
島

和
田
芳
入
、

和
国
一
男

マ
保
野

宮
崎
、栄
治
、
石
井
文

一

郎
、
石
井
公
夫
、
石
井
充
、
保
屋
野

高
秋
、
原
政
次

マ
学
海
南

矢
嶋

信
道
、
諏
訪
権
一
、
若
林
武

マ
舞

田

吉
村
貞
勝
、
荒
井
詔
夫
、
宮
沢

健
一
マ
八
木
沢
前
島
久
次
、
田

村
幸
夫
、
池
閉
憲
昭
マ
八
舞
丸

山
岩
夫

マ
学
海
北
高
橋
達
夫
、

宮
沢
司
、
山
岸
文
索

-
酉
塩
田
地
区

マ
十
人
安
藤
和
義
、
地
回
十
九

一

マ
塩
田
新
町

福
間
雅
男
、
清

水
茂
則
、
箱
回
重
也

マ
東
前
山

竹
内
盟
、
竹
内
一
利
、
黒
坂
束
、
春

原
邦
文

マ
西
前
山
児
玉
重
善
、

宮
沢
春
雄
、
佐
藤
孝
俊

マ
手
塚

樋
口
昭
夫
、
樋
口
清
雄
、
白
瀬
啓
、

滝
沢
章
一

マ

山

田

竹

内
幸
雄
、

竹
内
源
幸

マ
野
倉

堀

田

醇

-
別
所
地
区

マ
会
去

斉
藤
保
、
宮
本
美
臣
、

三
原
田
英
幸
、
坪
田
秀
彦
、
荒
井
泰

雄

マ
大
湯

馬
場
純
雄
、
西
山
保

マ
院
内

市
川
和
義
、

倉
沢
武
子
、

山
口
幸
雄

マ
上
手

大
槻
普
己

-
川
西
地
区

マ
仁
古
田

生
島
隆
幸
、
春
原
高

男
、
大
沢
光
男
、
横
山
延
弘
、
真
鳥

和
音

マ
岡

市
川
清
街
、

小
岩
井

議
雄
、
清
水
清
光
、
泉
幸
男
、
瀬
志

本
好
孝
、
田
中
栄
司

マ

浦

野

小

林
久
晃
、
桜
井
彰
人
、
沓
掛
勝
雄
、

大
井
忠

マ
越

戸

宮

下

亨

マ

藤

の
木

酒
井
梓
、
小
島
様
子

マ
小

6，v' 

泉

志
賀
嘉
明
、
間
島
栄
一

、
清
水

戸
四
男
、
石
坂
覚
、
小
泉
彰
子
、

小

9

泉
健
一
、
大
沢
年
延
、
関
尾
正
則
、

之

里
見
正
明
、
清
水
計
匡

マ
下
室
賀

訪

小
山
燕
弘
、
堀
藤
英
、
山
崎
隆
+
帝

王

マ
上
室
賀

滝
沢
敬
一
、
西
沢
賢

謙

二
、
西
沢
司
、
近
藤
近
男
、
竹
内
義

J

彦

マ
ひ
ば
り
ケ
丘

市
川
ふ
さ
子
、
内
a

長
峯
悦
子

{



9 月 20 日~26 自

動物愛護週間

一育てよ う、人とペッ トのいい関係一

動物愛話週間の期間中には、全国で動物

愛護フェスティバルガ開催されま可。この

機会に、 「ベットを飼うJということをあ

らだめて蓄え直してみませんか。語い主は

愛情と質圧をもって、ベットとのいい関係

を育てていきましよう。

-

m

月
7
日

…

市

条

例

で

は

、

人

家

か

ら

百

訂

以

…

…

マ
申
込
期
限
十
月
三
十
一
日
制

汀

圃

狂

犬

病

予

防

注

射

…

内

の

場

所

や

、

夜

七

時

以

降

の

使

用

…

…

・
高
等
学
校
専
一
攻
科
(
コ
ミ
ユ
ニ
テ
ロ

・

…

を

禁

止

し

て

い

ま

す

。
こ
れ
ら
の
場

…

…

ィ

・

ス

ク

ー

ル

)

園

行

い

ま

す

一

T

.

日

、

6

.

一

所

や

時

間

帯

で

は

、

絶

対

に

使

用

し

…

…

高
校
卒
業
後、

二
年
間
の
学
習
で

1

申
替
の
予
防
注
射
以
降
に
生
ま
れ
た
…
な
い
で
く
だ
さ
い
。

…

マ

と

き

十
月
六
日
出
午
後
一
時

…
「
N
H
K
学
園
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

9

生
後
九
十

一
日
以
上
の
犬
で
、
未
登
…

マ
問
い
合
わ
せ
生
活
環
境
課
(
内
…

l
四
時
三
十
分
、
同
七
日
制
午
前
九
…
の
認
定
資
格
が
得
ら
れ
ま
す
。

包

録

・
米
注
射
の
犬
は
、
最
寄
り
の
会
…
線
1
3
8
9
)

…
時
1
午
後
四
時
三
十
分

マ
と
こ
ろ
…
マ
申
込
期
限

十
月
五
日
幽

技

場
(茎
さ
で
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

…
・

9
月
お
日

l
同

初

日

…

創
造
館
パ
ソ
コ
ン
教
室

マ
対
象

…
・
そ
の
他

案
内
野
(
無
料
)
を
希
望

隠

マ
と
き

十
月
七
日
制

マ
料
金
…

圃

い

の

ち

・

愛

・

人

権

…
十
八
歳
以
上
五
十
歳
以
下
の
社
会
…
す
る
人
は
、
は
が
き
に
郵
便
番
号
、

別

四
千
九
百
七
十
円

マ
そ
の

他

…

田

上

回

展

開

き

ま

す

…
人
女
性

マ
定
員

二
十
人

マ
参
…
住
所
、
氏
名
、
世
話
番
込
町

J

、
希
望
の

ス
コ
ッ
プ
、
ビ
ニ

ー
ル
袋
を
持
参
し
、

…
・

…
加
費

三
百
円

マ
申
し
込
み
創
…
講
座
名
を
性
い
て
、

一γ
m
l旧

東

闘
い
、
玉
め
貸
住
で
犬
の
フ
ン
は
片
付
…
マ
と
き
九
月
二
十
八
日
ゆ
1
同

…
泣
館

(
含
⑫
1
1
1
1
)
へ
電
話
で
…
京
都
国
立
市
白
土
n去門
ニ
ー
一
二
十
六

け
て
く
だ
さ
い

マ
問
い
合
わ
せ
…

三
十
日
間
午
前
ト
時
1
午

後

ヒ

時

…

園

婦

人

の

皆

さ

ん

へ

…

N
H
K
学
園
八
E
五
十
一
係

(
告

生
活
環
境
融

(内
線
1
3
8
7
}

…
マ
と
こ
ろ
と
国
間
武
(三
許
)

マ
υ

圃

…

0
4
2
5⑫
3
1
5
1
)
へ
ど
う
ぞ

ド

一

.
参

加

し

ま

せ

ん

か

一

l

…
内
容
写
真
パ
ネ
ル
な
ど
の
展
示
、

…
園

川

園

…
ポ
ス
タ
ー

-
標
語
の
展
示
、
ビ
デ
オ
…
・

H

中
電
料
理
教
室
d

…
圃

叩
月
1
日

，

一

圃

無
料
法
律
相
談
所
を

…
放
映
コ
ー
ナ
ー
、
同
和
問
題
理
解
の

…

マ

コ

l
ス

A
コ
l
ス
H
H
十
月
三
…
圃

…
た
め
の
Q
&
A
コ
ー
ナ
ー
な
ど

…
日
附
i
十
二
月
十
九
日
闘
の
第
一

-…

・

開

設

し

ま

す

…
・
砕
か
れ
た
ベ
ル
リ
ン
の
壁
展
示
…

三
木
曜
日
、

B
コ
!
ス
H
H
十
月
四
日

…

毎
年
十
月
一
日
は

「
法
の
日
」
で

東
西
ド
イ
ツ
の
長
年
の
夢
で
あ
っ

…
附
1
十
二
月
二
十
日
附
の
第
一

・
三

…
す。

こ
の
日
に
ち
な
ん
で、

県
弁
議

…
た

「
ベ
ル
リ
ン
の
壁
」
崩
壊
は
、
人
…

金
曜
日
(
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
十

…
士
会
上
田
地
区
会
と
上
回
裁
判
所
調

…
権
抑
圧
と
自
由

・
平
和
と
の
か
か
わ

…
時
1
午
後
一
時
)
マ
場
所

中
部
電

…
停
委
員
協
会
で
は
、
無
料
法
律
相
談

…
り
に
つ
い
て
、
あ
ら
た
め
て
考
え
さ

…
力
上
回
営
業
所
婦
人
教
室

マ
費
用
…

所
を
開
設
し
ま
す。

…
せ
ら
れ
る
も
の
で
す
。

…

五
百
円
程
度
(
材
料
費
)
マ
定
員
…
マ
と
き

十
月

一
日
開
(
午
前
九

…
マ
問
い
合
わ
せ

同
和
対
策
課
(
内
…

各
コ
ー
ス
と
も
二
十
四
人

マ
申
…

時
1
午
後
三
時
)
マ
と
こ
ろ

上
回

…
線
1
6
4
2
)

…
し
込
み

間
営
業
所
地
域
サ
ー
ビ
ス
…
商
工
会
議
所

(
宮
⑫

4
5
0
0
)
マ

…
グ
ル
ー
プ
(
告
⑫
1
2
4
0
)
へ

…
相
談
事
項

民
都
上
の
問
題
、
家

4

・

…
上
の
問
題
、
少
年
問
題
な
ど

-

N
H
K
学
園

園
、
通
信
講
座

で

園

学

習

を

・
生
涯
学
習
講
座
(
通
信
講
座
)

件
道
、
俳
句
、
囲
碁
な
ど
六
十
九

一

講
座
。

…

秋の狂犬病予防注射実施会場

会 t島 障寺 間

上野が丘公民館 午前 9 時- 9 時20 ~分

合同庁 舎裏 庭 午前 9時40~- 109寺 1 0~

.協5長田支所裏 午前l日時40-11時

温 回 支 所 午前11時20分一11時40~

一
収
穫
期
に
な
り
、
水
田
や
果
樹
園

で
は
答
品
威
嚇
用
の
爆
音
機
が
使
わ

れ
て
い
ま
す
。
燃
背
機
も
周
問
の
気

配
り
を
怠
る
と
騒
音
公
害
の
も
と
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

爆
音
機

周
閤
へ
の
気
配
り
も

忘
れ
ず
に

上
回
創
造
館

女
性
の
た
め
の

パ
ソ
コ
ン
教
室

昨年の向上回展から



官。月の相談

…
縞
上
田
市
大
手
一
十
一

l
十
六

一
職
金
を
支
払
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
一
傷
の
手
当
て
な
ど

マ
参
加
費

三

上
田
市
選
挙
管
理
委
員
会
」
へ
ど

…
に
と
設
け
ら
れ
た
国
の
制
度
で
す
.

…
千
円

マ
持
ち
物

筆
記
用
具
、
畳

…
う
ぞ

マ
そ
の
他
入
選
者
全
員
に

一
詳
し
く
は
、
労
政
課
(
内
線
1
4
1
…
食

マ
そ
の
他

全
課
程
を
終
了
し

…
記
念
品
を
贈
呈

マ
問
い
合
わ

せ

…

1
)、
中
退
金
の
退
職
金
相
談
コ

l
ナ
…
て
、
救
急
員
の
資
格
を
取
る
こ
と
も

政
治

・
選
挙
に
対
す
る
意
識
を
高
…
選
挙
管
理
委
員
会
(
内
線
1
6
7
2
)
…
|
(
宮
0
3
1
4
3
6
4
3
5
1
)
…
で
き
ま
す

マ
申
し
込
み

十
月
十

…
め
、
常
に
き
れ
い
な
選
挙
が
行
わ
れ
い

E

…
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

…
B
制
ま
で
に
、
日
本
赤
十
字
社
長
野

E

中
小
企
業
の
皆
さ
ん

…
る
た
め
に
、
次
に
よ
り
「
明
る
しい
選
…
望

退

職

金

づ

く

り

は

…

・

バ

イ

ク

自

賠

責

保

険

…

県
支
部
童
話
士
宮
0
2
6
2@

2

…
挙
啓
発
標
語
」

を

募

集

し

ま

す

・

邑

・
圃

一
0
7
3
)
へ

…

マ

内

容

明

る

い

選

挙

推

進

に

関

…

壇

。

中

退

金
H

て

…

園

契

約

切

れ

の

人

は

…
圃

…
す
る
も
の

マ
応
募

方

法

郵

E
ま
…

l
t
g
q度
(中
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今月の納税

3期

納期限は10月1日です

自主納付のかた、口座振替が便利です/

。明
る
い
選
挙
啓
発

標
語
。
を
募
集

国民健康保険税

樹 l駿 名 日 時 会場など

10 FJ 12日幽

市 |予約先は生活環法 (!t 被i 践 13:30-15:30 

{予約制) 10月268幽 所役 境課(内線1388)
13: 30-15: 30 

人tti・悩みごと何1:高
10月48(村

⑫ E 
市民相説者

13: 00-16 : 00 (西庁合 2階)
← 一 -t- 4 

上 J也・-ts物制緩
10月11日附 1 市民相J炎宅

13: 00-16: 00 。(商11令 2階). 。
燥地 1m 胤 ~II 絞

10月1日明) 農業委日会

8 : 30-17 : 00 (本庁合21WI)

10月8日(月)
政 判l J 西武デパー ト

10:00-15:00 

心配 ごと 制服
41fi盟火時日

ト一一ー
10: 00-15 : 00 社会福祉協設会

法 w 何i 官炎
10月20自由 合 ⑫2025

10: 00-正午

法 ilt 制1 Z炎 10月24臼刷

(予約制) 10: 30-正午 上回商工会議所

{京除.q:.1t .f'l!賊
毎週月~金曜日 tt @4500 
9 : 00-16 : 00 

-車市 民 相l 賊 毎週月~土曜日(午前}
。

生扱環境深

i府1t!t fli・ttl時 9 : 00-17 : 00 市 {南庁合3階}

};f交 通 初J 1炎 毎週月~金曜日
役

市民相談室

9 : 00-16 : 00 (西庁舎2階}

一 一 一 所 一
滋他 Mi m tぬ 毎週月~土81tl8 (午前) 健康相談室

9 : 00-17 : 00 o轄庁合2附)

。上記以外の相搬は生活環境観(内線1388)へ照会を。

米市役所は、 M2・4土曜日 は閉斥(休み)です。

広担うえ1:!2.9. 16 



-竹内真奈ちゃん

( 4自民 ・三好町)

『あめ、牛乳、みかんが大好き.

L ・つら外て~.Ji.l主と遊んでいる」と組

父の義立さん.

保健tDt
保健予防諜(内線1374)

10月の乳幼児健康診査

じ〉受付時間 いずれも午後 1時-2時 [>持ち物

母子健康手帳、パスタオル (4. 10か月児)、歯ブラシ

( 1歳 6か月見)01蔵 6か月児は、赤ちゃん手帳の中

にある健康診査訴に記入してお持ちください。 3歳児

の健康診査諜は、様式が変わりましたので、健診日に

会場で記入していただきます。

保健センター (市役所南庁舎 2階)

健診 築地日 生年 月 日

4 力、 月
10月4日 2. 5.16-5.31 
10月16日 2. 6. 1- 6.15 

10 力、 月
10月5日 冗. 11. 16 -11. 30 
10月31日 7じ.12. 1-12.15 

1歳 6か月
10月3日 7じ. 3.16-3.31 
10H24日 7C. 4. 1- 4.15 

3 1誕
10月11日 62. 9. 1- 9.15 
10月22日 62. 9.16-9.30 

塩田母子健康センター(塩田地区)

4 カ‘月 I，̂ n n M I 2. 5.16-6.15 I 10月2日10 か月 I~V I J IJ 1-1 I 元.11.16-12.15 
3 識 I10月29日 I 62. 8. 1 - 9. 30 

川商社会福祉センター(川西地区)

4 か月 I I 2. 5.16-6.15 
10 か月 I10月178 I 元.11.16-12.15 
1議 6か月 I I 元. 3.16-4.15 

/二vの1. 9月21BC

ロニ/'"全国交通安全運動

。シー トベルト ・へルメ ッ

卜は正しく着用。

。無謀運転は命と 1)、絶対

にやめましょう。

。夜間事故の防止に努力し

ょっ。
。迎法駐車を締め出そう 。

10月11日(木)より

“よろず相談所"開設します

県民必社会開発センター上小支部では、地域住民が

より些かに生活できるために「よろず相談所Jを10月11

町村から開設します。会貝自らが相談員となって、教

育、結婚、福祉なと'各種相談に応じます(無料)。

[>相談日 10月11日附より毎月第2木曜日午前10時

~午後 2時 [>開設場所 会同庁舎共済クラブ内 (宮

⑫1260) 

第16回 信州版画展

1 ， ~とき 9… ~伺25日 … ~…
(25日は午後 3時30分まで)[>ところ 文化会館 (合

同庁舎隣)[>問い合わせ 信州版画協会上回小県支部

(岱⑫9470)

入場料は無料です。奮ってご参

加ください。

[>とき 9月29日住)午後4時30分

bところ 中央公民館 (>内容「信

州の婦人活動」と題して、元長野県

短大薮授 ・青木孝寿先生による講演

(>その他 託児を行います(あら

かしめご相診ください)[>問い合わ

せ 位会設(内繊1623)

'90 
議矯
Y京 入
金会 開

題

昨
年
三
月
に
行
わ
れ
た

講
演
会
か
ら

(勤労青少年ホーム)

ヤンクのための

ボ弓乙，ティア体験豊

あなたも地訟を訪問して、ボランティア体験を

してみませんか岳

b対象 勤労庁少年一般 [>定員 20人程度

[>日程 10月3円{付午後7時30分-8時30分 =事

前セミナー 10月6日u:)午後 2時~問 78(臼)午後

2時ー地投rj}jI日1(京地住吉寮で一泊)10月9日(刈

午後 7時30分-8 n寺30分=卒後セミナ- [>持ち

物 軽作業のできる服、洗商用具 [>参加費 800

問 [>申し込み 10月1R(月)までに勤労背少年ホ

ーム (包⑫7117)へどうぞ。

di.ラJi1d2.9. 16 [10] 
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